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定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

八
月
十
日
付
第
一
六
七
号
九
六

二
十
九
日
付
衆
会
第
七
号
二
四

Î
付
録

七
月
官
報
目
録
一
六
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
四
五
号
二
四
ペ
ー
ジ
×
一
月

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

五
上

二
一
指
定
介
護
予
防
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
い
う
。）

指
定
介
護
予
防
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

六
一

二
二昭

和
２
年

平
成
２
年

平成™˜年Ÿ月˜—日 月曜日 第œ˜š—号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
一
丁
目
五
六
六
番
地
一
、

最
後
の
住
所
滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
一
丁
目
二
五
番
四

号

被
相
続
人

亡

白
川

朋
宏

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
四
日
大
津
家
庭

裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権

者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
一
丁
目
二
五
番
四
号

限
定
承
認
者

白
川

信
二

限
定
承
認
公
告

本
籍
岡
山
県
倉
敷
市
西
尾
二
番
地
二
九
、
最
後
の
住

所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

日
那

幸
憲

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
岡
山
家
庭

裁
判
所
倉
敷
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

岡
山
県
倉
敷
市
西
尾
二
番
地
二
九

限
定
承
認
者

日
那

妙
子

登
録
金
融
機
関
の
新
設
合
併
の
公
告

当
組
合
は
、
新
設
合
併
に
よ
り
東
根
市
農
業
協
同
組
合

（
住
所

山
形
県
東
根
市
大
字
東
根
甲
一
三
九
〇
番
地
の

一
）
に
権
利
義
務
全
部
を
承
継
さ
せ
て
解
散
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

な
お
、効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

山
形
県
東
根
市
大
字
東
根
甲
一
三
九
〇
番
地
の
一

東
根
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

ˆ
橋

榮
基

限
定
承
認
公
告

本
籍
徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
古
庄
大
坪
原
三
十
六

番
地
三
十
三
、
最
後
の
住
所
徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦

町
古
庄
大
坪
原
三
十
六
番
地
三
十
三

被
相
続
人

亡

矢
田

真
由

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
死
亡
し

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
七
日
徳
島
家
庭

裁
判
所
阿
南
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
春
日
野
一
番
地
三
百
十

七

相
続
財
産
管
理
人

後
藤

太
郎

限
定
承
認
公
告

本
籍
徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
古
庄
大
坪
原
三
十
六

番
地
三
十
三
、
最
後
の
住
所
徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦

町
古
庄
大
坪
原
三
十
六
番
地
三
十
三

被
相
続
人

亡

矢
田

勇
次

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
死
亡
し

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
七
日
徳
島
家
庭

裁
判
所
阿
南
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

徳
島
県
阿
南
市
羽
ノ
浦
町
春
日
野
一
番
地
三
百
十

七

相
続
財
産
管
理
人

後
藤

太
郎

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
一
般
社
団
法
人
日
伯
技
術
友
愛
会
に

変
更
し
て
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

東
京
都
足
立
区
小
台
二
丁
目
二
番
一
六
号

無
限
責
任
中
間
法
人
日
伯
技
術
友
愛
会

代
表
社
員

吉
川

清
志

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
一
般
社
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
省
エ
ネ
市

民
ネ
ッ
ト
に
変
更
し
て
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
岡
本
二
丁
目
一
一
番
一
三

号
無
限
責
任
中
間
法
人
ひ
ょ
う
ご
省
エ
ネ
市
民

ネ
ッ
ト

代
表
社
員

高
木

功
男

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
の

規
定
に
基
づ
き
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
億
六
千
四
百
八

十
万
円
（
但
し
、
Ｂ
号
優
先
出
資
に
つ
い
て
金
二
億
六
千

四
百
八
十
万
円
）
減
少
し
て
金
百
四
十
二
億
四
千
九
百
七

十
万
円
と
し
、
発
行
済
優
先
出
資
総
口
数
二
十
九
万
二
百

九
十
口
の
う
ち
の
五
千
二
百
九
十
六
口
（
但
し
、
Ｂ
号
優

先
出
資
に
つ
い
て
五
千
二
百
九
十
六
口
）
を
一
口
に
対
し

て
金
五
万
円
を
も
っ
て
有
償
消
却
し
て
二
十
八
万
四
千
九

百
九
十
四
口
と
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
付
官
報
の
号
外
第
九
十

四
号
八
十
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
三
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｋ
Ｔ
六
本
木
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
特
定
目
的
会
社

取
締
役

森
田

威

取
消
公
告

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日
（
号
外
第
一
五
三
号
）

掲
載
の
第
十
期
決
算
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁
目
一
六
番
一
五
号

株
式
会
社
Ｖ
Ｌ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

高
江

俊
幸

取
消
公
告

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日
掲
載
の
基
準
日
設
定
に
つ

き
通
知
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
四
丁
目
二
番

一
一
号

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川

修
一

同
月
十
六
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
九
号
（
同
）

（
原
稿
誤
り
）

三
ペ
ー
ジ
三
段
終
り
か
ら
九
行
目
か
ら
八
行
目
ま
で
を

削
除
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
七
日
法
務
省
告
示
第
三
百
十
二
号

（
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

五
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
一
一
行
目
は
次
の
と
お
り
の

誤
り
。

第
二
十
二
条
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
一
一
行
目
と
一
〇
行
目
の
間

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
八

法
第
八
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
と
す
る
。

一

病
院
、
診
療
所
又
は
薬
局
の
歯
科
衛
生
士
（
歯
科

衛
生
士
が
行
う
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相

当
す
る
も
の
を
行
う
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護

師
を
含
む
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
管

理
栄
養
士

二

病
院
、
診
療
所
又
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
（
号
外
第
五
十
号
）
公
布

厚
生
労
働
省
令
第
三
十
号
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

限
定
承
認
公
告

本
籍
愛
知
県
東
海
市
加
木
屋
町
寺
ノ
前
二
六
番
地
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

加
古

義
之

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
名
古
屋
家
庭

裁
判
所
半
田
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

愛
知
県
東
海
市
加
木
屋
町
寺
ノ
前
二
一
番
地
の
五

相
続
財
産
管
理
人

加
古

恭
之

名
古
屋
市
東
区
主
税
町
二
の
一
名
法
ビ
ル
三
号

右
代
理
人
弁
護
士

永
井

克
昌

限
定
承
認
公
告

本
籍
愛
知
県
新
城
市
字
的
場
七
二
番
地
、
最
後
の
住

所
愛
知
県
豊
橋
市
小
池
町
字
原
下
三
二
番
地
の
五

一
e

一
〇
一

被
相
続
人

亡

西
郷

勝
利

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
三
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
名
古
屋
家
庭

裁
判
所
豊
橋
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

愛
知
県
新
城
市
市
場
台
三
丁
目
二
番
地
四

相
続
財
産
管
理
人

西
郷

省
吾

š™
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